
 

 

 

「国際都市おおた」推進の取組について 

 
１ 国際交流員（CIR）の活躍 

 

国際都市・多文化共生推進課では、「国際都市おおた」にふさわしい多彩な国際

交流・多文化共生事業を展開していくため、平成 27 年度から「国際交流員（CIR：

Coordinator for International Relations)」を採用している。 

平成 30 年８月からは、べサニー・カミングス氏（英国ウェールズ出身）を採用

しており、通訳・翻訳をはじめ、区内学校訪問やワークショップ、地域イベント

の従事やメディア活動等、多岐にわたり国際交流の懸け橋としての活動を行って

いる。 

今年度は、一般財団法人国際都市おおた協会の新事業として、９月から「べサ

ニーの大田区絵日記」をスタートさせた。この絵日記は、ベサニー氏が区の観光

地などを訪れ、まちの印象や感じたことなどを特技のイラストをいかして紹介し

ている。この絵日記では、区の魅力を国内外に発信するため、日本語版と英語版

の２種類を毎月発行している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域産業委員会 
令和３年１月 15 日 

観光・国際都市部 資料 19 番 

所管 国際都市・多文化共生推進課 

べサニーの大田区絵日記（第１回から第４回まで） 

 （一財）国際都市おおた協会ＨＰに掲載中→ https://www.ota-goca.or.jp/artjournal/ 



２ アメリカ合衆国セーラム市との交流の推進 

 大田区とアメリカ合衆国セーラム市は、平成３年に姉妹都市提携を結び、訪問

団の相互派遣・受入等を通じて交流を深めてきた。 

今年度は、新型コロナウイルス感染症の世界的な感染拡大が続き、直接的な交

流が難しい中、令和２年７月に応援ビデオメッセージの交換を行った。 

また、12 月には、セーラム市長、ピーボディー・エセックス博物館長等にグリ

ーティングカードの送付を行うとともに、大田区国際交流団体「大田セーラムク

ラブ」と連携し、セーラム市市民団体「セーラム・オオタ・カルチュラル・エク

スチェンジ」の会員にも心を込めたグリーティングカードを送付した。 

大田区とセーラム市は、令和３年度に姉妹都市提携 30 周年を迎えるが、今後も

両都市の住民による草の根の交流を土台に、揺るぎない日米友好の推進に努めて

いく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 効果的なオンライン日本語レッスンのためのスキルアップ講座 

日本語が得意でない外国人にとって、日本語習得は日常生活を送る上での命綱

である。今後長期化が見込まれるコロナ禍において、オンラインでの日本語指導

の需要が増えることを想定し、（一財）国際都市おおた協会では、日本語指導を行

う国際交流ボランティアを対象に、オンラインにおける日本語指導の効果的な手

法、ノウハウを学ぶ講座を新たに開講することとした。 

 

開催日時：令和３年１月 14 日・28 日（木）午後６時 30 分から午後８時 30 分まで 

開催方法：Zoom によるオンライン開催 

受 講 料：1,000 円 

受講人数：９名（申込者） 

受講対象者：①国際交流ボランティアのうち、国内もしくは海外で日本語教師の

経験がある方、または、日本語教師に関する資格を持っている方（養

成講座 420 時間以上修了者含む）、②過去に国際都市おおた協会が開

催した「日本語ボランティア入門講座」を修了した方 

大田セーラムクラブの皆さん  セーラム市に送付したグリーティングカード

クリスマスカード 


